
とちぎ国体における歯科からのスポーツ支援 

－栃木県歯科医師会・県内公認スポーツデンティストの活動報告－ 

 

 新型コロナウイルスの影響による延期や中止を経て、3 年振りの開催となった第 77 回国民体育大

会「いちご一会とちぎ国体」および第 22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」が、

10 月 31 日、すべての日程を終え閉幕した。 

 

 

 

 

－大会日程－ 

・いちご一会とちぎ国体冬季大会 

   2022 年 1 月 24 日～30 日 

・いちご一会とちぎ国体秋季大会 

   2022 年 10 月 1 日～11 日 

・いちご一会とちぎ大会（全国障害者スポーツ大会） 

   2022 年 10 月 29 日～31 日 

 

 資料として渉猟し得た過去の国体での医療救護班としての歯科医師派遣要請は、平成 24 年に岐阜

県で開催された「ぎふ清流国体」に始まる。 

 

 

 

 

 

 

 

－歯科医師を派遣した競技－ 

 

                      資料提供 岐阜県歯科医師会 

                           岐阜県スポーツ健康づくり歯学協議会 

 

 その後、平成 27 年 4 月に日本スポーツ協会公認スポーツデンティスト 1 期生 67 名が誕生し、同

年 11 月に日本スポーツ協会公認スポーツデンティスト協議会が発足したことにより、スポーツデン

ティストの役割が明確化し、国体への歯科的支援もより具体化するようになった。平成 28 年に岩手

県で開催された「希望郷いわて国体」以降は、スポーツデンティストを中心に各県歯科医師会は様々

なかたちで国体への支援を行っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の所属する栃木県歯科医師会も、県民に対するスポーツ歯科やスポーツマウスガードの普及啓

発のために、ホームページ上での紹介、リーフレットの作成・配布、小冊子等への掲載、新聞社から

の取材対応、各種イベントでのブース展示など、多方面からのアプローチを行ってきた。 

 本会では、3 年ごとに会員アンケートを実施しているが、直近（令和 3 年）の会員アンケート集計

結果では、「歯・口腔の外傷、外傷予防に関しての助言もしくは講話をしたことがありますか？」と

の問いに対して、半数以上の会員が「はい」と回答している。これは、主に学校等の教育現場におけ

るものだが、その背景には、学校保健安全法に、スポーツ活動中における歯・口の外傷予防として、

マウスガードの適切な使用を推奨するということが明記されたことや、国体開催を控え、県民のス

ポーツ熱と健康への関心の高まりがあったものと推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           県民向け小冊子への掲載 

 

 

 

 

 

下野新聞 取材対応・記事掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントでのブース出展 日歯広報 1727 号（2019 年 5 月 15 日）より 

 

 こうした取り組みの最終ステージとして、栃木県歯科医師 

会は、国体先催県に倣い、国体選手をはじめとする競技者や 

競技団体に対して、歯科医学的見地から支援を行うことがで 

きるよう事業計画を練っていたところであるが、新型コロナ 

ウイルスの感染拡大により、その計画はすべて中止せざるを 

得ない状況に陥った。 

 この件については、地元地方紙である下野新聞社にも取材 

を受け『栃木国体の話題 競技者の歯を守るスポーツデンティ 

スト 独自養成と周知進まず』といった見出しで紙上掲載され 

た。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



予期せぬ逆風ではあったが、今年 6 月には、3 年降りに「第 22 回日本スポーツ・健康づくり歯学

協議会」を宇都宮市で開催することができた。 

 この協議会は、本来、国体開催を翌年に控えた県の歯科医師会が当番となり開催されるものだが、

国体が来年に延期となった鹿児島県では、すでに令和元年に開催済みとなっていたため、変則的に

昨年の当番県であった栃木県歯科医師会が当番となり、全国 32 都府県歯科医師会より 62 名がハイ

ブリッド方式で参加。本協議会会長でもある杉山先生にもご臨席賜り、とちぎスポーツ医科学セン

ターの視察や同センター長の池田達昭先生による特別講演、茨城県歯科医師会の荻野義重先生によ

る茨城国体における茨城県歯科医師会の活動報告などが行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とちぎスポーツ医科学センター視察 

 

 

 

 

 

 

                                                        協議会（茨城国体活動報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演 



 今年 1 月 24 日～30 日に行われた「いちご一会とちぎ国体冬季大会（第 77 回国民体育大会 スケー

ト競技会・アイスホッケー競技会）」、10 月 1 日～11 日に行われた「いちご一会とちぎ国体秋季大会

（第 77 回国民体育大会）」においては、各競技会場に設置された救護所への歯科医師の派遣要請は

なかったが、医療救護基本計画および大会実行委員会事務局からの協力依頼に基づき、救護協力歯

科医院一覧を作成し、各救護所に通知した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 救護協力歯科医院として、大会期間中の待機要請に応じてもらった各歯科医院（歯科医師）に対

しては、大会関係者が受診した場合の対応について、栃木県歯科医師会スポーツ歯科委員会（委員

は日本スポーツ協会公認スポーツデンティストにより構成）による事前伝達講習を受講してもらい、

一定水準の対応、共通認識が可能なよう確認を行った。 

 

 5 月 21 日・22 日に開催された「いちご一会とちぎ大会（第 22 回全国障害者スポーツ大会リハーサ

ル大会）」、10 月 29 日～31 日に開催された「いちご一会とちぎ大会（第 22 回全国障害者スポーツ大

会本大会）」においては、知的障害者バスケットボールと車いすバスケットボールの競技会場に計 5

日間、各 1 名ずつ、延べ 10 名の歯科医師派遣要請があった。本要請に対しては、県内の日本スポー

ツ協会公認スポーツデンティスト有資格者を派遣し、各競技会場救護所で待機した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              会場救護所の常備薬品は、歯牙

保存液のみだったため、栃木県

歯科医師会として「口腔外傷対

応基本セット」「歯科用ポータブ

ルユニット」を用意し、持参した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 月 31 日現在、全大会期間中の口腔外傷発生件数、受診者数（歯科）の集計中である。 

 

[ 記 栃木県歯科医師会スポーツ歯科委員会副委員長 印南秀之 ] 


